
地域情報化推進会議 ICT 利活用検討部会 データ利活用 WG 
平成 29 年度活動方針について 
 
 
1.WG の目標、目指すところ（平成 29 年度） 
・データ利活用に関する最新情報、最新動向の共有。 
・データ利活用にかかる優良事例、スキーム等を自治体間で横展開する。 

 
2.目標達成に至るまでの手段（WG 活動内容） 
■データ利活用優良事例の発表 
・木下主査から大津市における取組事例の発表 
・官民データ活用推進計画にかかる情報提供等（近畿総合通信局から） 
・データコンソーシアム経過報告・発表 
・地域情報化アドバイザー・オープンデータ伝導師による講演など 

 
■公益に資する民間データの発掘 
行政に加えて民間においても、公益に資するデータがないか、また、それを提供し、

利活用することができないかについて検討を行う。 
 
■データ利活用、自治体間横展開における課題提起 
発表事例を参考に、部会員の皆様にオープンデータ利活用における課題、自治体間横

展開における課題を提示していただき、横展開するにあたっての課題共有を行う。 
 
■課題解決策の検討 
部会員より提起のあった課題に対する解決策について検討を行う。 

 
■検討結果実践の確認 
横展開した事例を事例発表として WG において御報告いただき、もっと上手く横展開

できないか、他の自治体にも横展開できないかについて議論いただく。 
 

3.WG の進め方 
第 1 回    木下主査から大津市における取組事例の発表 
       平成 29 年度 WG 活動方針の検討 
       （仮称）滋賀県 ICT 推進戦略骨子案の説明 
 
第 2 回（想定） 近畿総合通信局から官民データ活用推進計画にかかる情報提供等 
       オープンデータ利活用ならびに横展開に対する課題提起・解決策検討 
     
第 3 回（想定） 地域情報化アドバイザー・オープンデータ伝導師による講演 
           提起された課題に対する解決策検討と横展開実施への検討 
           平成 30 年度活動方針の検討 
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